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☆ ビッド・プレ－に関するコメント （色々と独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めて下さい）

Ｎｏ．１
♠ Q10９８７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ｒｄ‐ｈａｎｄのＳの１♣に対するＭａｊｏｒ５-４ので６～９（１０）ｈｃｐのハンドは１♥でのレスポンスが普通。
♥ KJ７３ P　　　P　　1♣　　 P １０ｈｃｐ以上なら♠と♥の両ス－ツをビッドすることを考えるが、このハンドでは１♥をビッドするのが
♦ 10７３ 1♥　　P　　2♥　　 P が良い。５枚の♠をビッドしてもパートナ－が♥４枚の時でも♥を示せない可能性が高くなる。
♣ ４ P　ｅｎｄ このハンドは１♠でレスポンスするとＳのリビットは１ＮＴでそのまま決まる（左下）。

♠ J５３ ♠ K６２ ２♥/Ｎ　　ＯＬ： ♦９（♦５）→♦Ｋ→♦Ａ→♦３　　　Ｗは♣Ｋを勝ち、♣Ａを続けるとＤｅｃｌａｒｅｒはラフする。
♥ ４ N ♥ Q８５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ２♥のメイクも怪しいが、♥Ｋ♥Ａを勝つとＷがショウアウトし♥４－１の分れが判明する。♣の３巡目を
♦ AJ８２ W X E ♦ ９５４ P　　　P　　1♣　　 P ハンドでラフすると♣Ｑが飛びたす。以後２－３メイクになりそうである。
♣ AK７６５ S ♣ Q10８ 1♠　　P　　1NT　　P １ＮＴ/Ｓ　ＯＬ：♣Ｋ　Ｅが♣８を出すのでこれをみてＷが♣６を続ければ最初にＤｅｆｅｎｓｅが♣で３個勝ち、

♠ A４ P　　ｅｎｄ ♣を出してダミ－の♣Ｊが勝てるので1メイクは出来そうであるが、１ダウンの可能性もある。
♥ A10９６
♦ KQ６
♣ J９３２

Ｎｏ．２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 強いハンドのＥでＳｔｒｏｎｇ２♣でＯＰする（右）か、１♠でＯＰする（左）かは意 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ ６５３ 　1♠　　 P　　1NT 見が分れるかも知れない。１♠でＯＰした時は３ＮＴ/Ｗになる可能性が高く、 　2♣　　 P　  2♦
♥ ９８４ P　　3♦　　　P　 3ＮＴ ４♥/Ｗ、４♠/Ｗもあり得る。２♣でＯＰした時は４♠/Ｅになる可能性が高い。 P　　 2♠　　 P  　3♥
♦ ９ ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ： ♣１０（♣８）  Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えて♣１♥３♠５勝てばメイク P   　3♦ 　　P　　3♠
♣ A10９８５４ 確実なので、ＯＬは♣Ｋで勝ち、♥Ｋ♥Ｑを勝って、♠を引いて♠Ｊでハンドに P　　 4♠　　ｅｎｄ

♠ J２ ♠ AKQ10８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 戻る。ここで♥Ａを勝つと♥が３－３の分れであるので、残りの♥と♠及び
♥ A７６５２ N ♥ KQ 　1♠　　 P　　1NT ♦Ａが勝てるので６メイクになる。 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♦ ６４３２ W │ E ♦ AQJ５ P　　3♦　　　P　 　3♥ ４♠/Ｅ　　ＯＬ： ♣Ｑ→♣Ｋ→♣Ａ→♣３　　Ｎからの♣のリターンを♣Ｊで　　 　2♣　　 P　  2♥
♣ K６ S ♣ ３２ P　　4♥　　ｅｎｄ 勝ったＳは♠４を出す。Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えて♠５個と♦♥で５個勝てると４メイ P　　 2♠　　 P  2NT

♠ ９７４ ク出来る。但し♥で３個勝つにはダミ－へのエントリ－が♠Ｊのみなので P　　 3♦　　 P　　3♠
♥ J10３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♠を集める前に♥を３巡取ることになり、♥の３－３の分れが必須となる。 P　 　4♠  　ｅｎｄ
♦ K10８７ 　1♠　　 P　　1NT 一方、♦は８枚であるので３－２の分かれなら１ルーザ－ですみ、♦で
♣ QJ７ P　　3♦　　　P　 　3♠ ３個勝てれば４メイクすると考えて、♠を３巡集めて、♦の３－２の分れを狙うがこのハンドでは、♦４－１

P　　4♠　　ｅｎｄ の分れで２ル－ザ－出て１ダウンになる。ドチラのプレ－を選ぶかで差が出る。
４♥/Ｗ　　ＯＬ： ♣Ａ　　次に♦９？　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦Ａで勝ち、♥Ｋ♥Ｑを勝って♣Ｋでハンドに入り、♥を集め

てから、♠を勝ち６メイク。　実際のゲ－ムのコントラクトは３ＮＴ/Ｗが最も多く　１９/３３、　４♥/Ｗ　５/３３、　４♠/Ｅ　５/３３であった。
Ｎｏ．３

♠ A９
♥ K Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♥のＯＰに対するＮのハンドの評価は難しく、取敢えず２♣でレスポンスのする（リビッドが難し
♦ KJ９  1♥　　 P くなる）か、３♣のジャンプレスポンスをするかであるが・・・・　いずれにしてもＮはハンドの強さと♣７枚を
♣ KJ10９８６５ 2♣　　P　　2♥　　 P 伝えるビッドは無い。

♠ K10７２ ♠ J６４３ 3NT　　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｎ ｏｒ　３ＮＴ/Ｓ　のコントラクトが多いと考えられる。５♣/Ｎもある。
♥ Q７６３ N ♥ J９４ 　（4♣　　P　　 5♣  ｅｎｄ） ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：　♦４　　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♦Ｊで勝ち、♣Ａを追い出せば６メイクは固い。
♦ 10 W ─ E ♦ Q８６４３２ ＯＬ： ♠３の時Ｓの♠５に、ＷがＥに♠Ｊを期待して♠１０を出せば５メイク
♣ A７４３ S ♣ ― Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ＮＴ/Ｓ　ＯＬ：♠２　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♠Ｑで勝ち、♣Ａを追い出せば６メイク。

♠ Q８５  1♥　　 P
♥ A10８５２ 3♣　　P　　3NT　ｅｎｄ ３３テーブルのペア-戦で　６♣/Ｎをビッドしたペア-が５ペア-（６メイク ３Ｐ、１ダウン２Ｐ）あったが、ビッド
♦ A７５ 　（4♣　　P　　　5♣　ｅｎｄ） 経過は不明。　ＯＬ：♦４なら簡単に６メイク、ＯＬ♠３の時、Ｗが♠Ｋを出せば６メイク。♠10なら１ダウン。
♣ Q２

-　2　-
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Ｎｏ．４
♠ AJ５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♦にＳが１♠のＯＣをし、これに最初パスしていて♠３枚サポ-トと１１ｈｃｐあるＮで３♠のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎを
♥ ９７３  P するか、２♦のＣｕｅ-ｂｉｄをするかはペア-の約束で異なる。何れにしても強いＯＣのＳは４♠をビッドする。
♦ J８５ P　　1♦　　1♠　 　P ４♠/Ｓ　　ＯＬ：　♦６　　Ｅは♦Ｋ♦Ｑ♦Ａを勝ち（Ｗは♥８を捨てる）、♥２を出す。Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥Ａで勝ち、
♣ KQ10５ 3♠　　P　　4♠　　ｅｎｄ ♠をハンドで終わる様に３巡集める。４メイクには♣でルーザ－を出せないが、♣３－３の分れ（確率

♠ ８７３ ♠ ９２ 　（2♦） 約３１％）を狙うか、♣ＪがＷにある（確率５０％）ことを狙うフィネスを選択するか、難しい選択になる。
♥ K10８５４ N ♥ Q６２ ♠を３巡集めた時の残り６枚のカ－ドは左下のようになっている。
♦ ６２ W ┼ E ♦ AKQ10７ ♠ ― 単純にプレ－するとすれば♣Ｋ♣Ａと勝ち、ハンドから♣６を出して、ダミ－から♣Ｑ♣１０
♣ ９８２ S ♣ J７３ ♥ ９７ のドチラを選択するかになる。このハンドは♣３－３を狙うと４メイクする。

♠ KQ10６４ ♠ ― ♦ ― ♠ ― より注意深いＤｅｃｌａｒｅｒは♣を触る前に、♠Ｋ♠Ｑを勝ち（ダミ－から♥を捨てる）、
♥ AJ ♥ K10５ ♣ KQ10５ ♥ Q６ Ｄｅｆｅｎｓｅのディスカ－ドから情報を探り出そうとする。Ｗ-Ｅそれぞれ何を捨てるか？
♦ ９４３ ♦ ― ♦ 10 Ｗが♥５♥１０、Ｅが♦10♥６を捨てた場合は♥Ｋ♥ＱがＥＷに別れて残っていると推定
♣ A６４ ♣ ９８２ ♠ KQ ♣ J７３ される（４トリック目にＥから♥リードされていて、最初Ｗの♥がＫＱ10ＸＸＸの６枚で

♥ J あったとは考えにくい）。そこで♣３－３の可能性が高いとしてドロップを狙う。
♦ ― しかし、このプレ－でＷが♣ＪＸＸＸを持っている様に見せるためのＤｅｃｅｐｔｉｖｅ Ｐｌａｙ
♣ A６２ として♥１０♥Ｋ捨てるとどうですか？（Ｄｅｃｌａｒｅｒは♣Ｊのフィネスをしたくなる！！）。

Ｎｏ．５
♠ 10９７３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 強い５枚♠と１６ｈｃｐのＷで１♠ｏｒ１ＮＴのドチラでＯＰするか？　１♠のＯＰ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ A４２ P　　　P　　 P　　1♠ が多いと考えられるが、パ－トナ－が１ＮＴのレスポンスした時のリビッド P　　　P　　 P　　1NT
♦ ７５ P　　2NT　　P　　3NT 以降が難しくなる。　１ＮＴレスポンスがＦｏｒｃｉｎｇの時、最初パスしているＥが P　　2♣　　 P　　　2♠
♣ AK９２ ｅｎｄ １ＮＴでレスポンスするか、２ＮＴのＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ（１０～１２ｈｃｐ）するか悩ましい。 P　　3NT　　ｅｎｄ

♠ AKQJ４ ♠ ８２ また、Ｅが１ＮＴでレスポンスし、Ｗの２♣にＥで２♠をビッドするとＷはパス
♥ ９８ N ♥ KQ７３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ することになる。　Ｗが１ＮＴでＯＰした時（右）はＳｔａｙｍａｎ経由で３ＮＴ/Ｗになる。
♦ AJ２ W │ E ♦ K９４ P　　　P　　 P　　1♠ ３ＮＴ/Ｅ  ＯＬ： ♦６　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♦９で勝つ。♦３♠５勝として、残りは♣ｏｒ♥で１個勝てれば
♣ J７３ S ♣ Q10６４ P　　1NT　　P　　2♣ ３メイクは固い。そこで、♠Ａでダミ－に入り、♥９を引いてハンドから♥Ｋを出す。これが勝てるので、♠を

♠ ６５ P　　2NT　　P　　3NT 勝ち、♦Ｋ♦Ａ勝って♥８を出せば４メイクになる。
♥ J10６５ ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：♣Ｋ　この後Ｎが何を出してもＤｅｃｌａｒｅｒは♣で２個勝てるので４メイクは固い。
♦ Q10８６３ 実際のペア－戦では３ＮＴ/Ｅが多く、３ＮＴ/Ｗは少数派。また、１ＮＴ/Ｅや２♠/Ｗで終わったペア－も
♣ ８５ 少なからずあった。　余り難しく考えずに素直にビッドすると、３ＮＴに到達し易い。

Ｎｏ．６
♠ Q２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ｒｄ-ｈａｎｄのＷは♠５枚と１０ｈｃｐあるが、Ａが無くＪが３枚もある弱いハンドなので、Ｖｕｌでもありパスが
♥ A８７ 　 P　　　P　　　P 普通。　Ｎの１ＮＴのＯＰに対して強い６枚♣と１０ｈｃｐあるＳはスラムは無いとして、３ＮＴにレイズする。
♦ AKQ７５ 1NT　P　　3NT　ｅｎｄ 一方、Ｎが１♦でＯＰすると最初パスしていたＳは３♣でレスポンスし、Ｎは４♣ｏｒ５♣にレイズして決まる。
♣ ９５２ （1ＮＴ；　15-17ｈｃｐ） ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ： ♥４→♥６→♥Ｋ→♥Ａ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥１個♣６個♦３個勝てれば４メイク可能と考えて

♠ KJ８７６ ♠ A９４３ ハンドから♣２を出すとＥがショウアウトし、♣で６個勝てないことが判明。ダミ－には♣意外にエントリ－
♥ K３ N ♥ Q10５４２ が無いので、♣の１巡目に負ける。後は♠を攻撃されないことを祈るのみ。Ｄｅｆｅｎｓｅ側が♠を攻撃しない
♦ J２ W ─ E ♦ 10９６３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ と３メイクの可能性が高い。　普通は２ダウンが相場　ＯＬ：♠３の時は最初に♠５個負けるので２ダウン。
♣ J10６４ S ♣ ― 　 P　　　P　　　P 尚、５♣/Ｓ　　ＯＬ：　♦Ｊ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦Ａで勝ち、♣を集めるも♣で１ルーザ－出るので１ダウンは仕方

♠ 10５ 1♦　　P　　3♣　　　P なし。プレ－としては♣の４巡目にＷの♣Ｊに負ける。ここでＷが♠を出せば１ダウン。若し♦を出した時に
♥ J９６ 5♣　　ｅｎｄ もダミ－の♦Ｋで勝ち、♦Ｑでハンドの♥を捨て、♦の４枚目をハンドでラフする。次いで♥Ａでダミ－に
♦ ８４ 　（4♣） 入り♦の５枚目でハンドの♥Ｊを捨てて１ダウンに収める（ルーザ－♣１♠２）。
♣ AKQ８７５

Ｎ

Ｗ Ｅ

Ｓ

-　3　-



2012-05-17       

Ｎｏ．７
♠ 10９７５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの２♥のＪａｃｏｂｙ ＴＲ．のレスポンスに、強い♠４枚と１６ｈｃｐを持っているＳは、通常２♠でのトランス
♥ KJ５３ 1NT　　P　 ファ－であるところを、３♠（普通は♠４枚で Ｍａｘｉｍｕｍ：１７ｈｃｐの約束）をビッドする人もあるかも知れ
♦ Ｊ６ 2♥　　P　　 2♠　　P ない。どちらにしてもＮは弱いハンドなのでパス。
♣ ６３ P   ｅｎｄ　 （3♠） ２－３♠/Ｓ　　　ＯＬ： ♣Ｋ　　ＥはＯＬを♣Ａでオーバーテイクする。Ｅから見るとＷには後、♣Ｑ以外の

♠ ４ ♠ J６３ 絵札は期待できない（Ｎ：５ｈｃｐ、Ｅ：１４ｈｃｐ、Ｓ：１６ｈｃｐ ｕｐ）ので、自分のハンドで勝つ以外は勝て
♥ ９７６ N ♥ Q10４ ないと考えられる。
♦ ９５４ W ┼ E ♦ AK７３２ そこで♦Ｋ♦Ａを取り、♣７を返し♣の３枚目をラフすることを狙う。　この後、Ｅは♥で１個勝てるので１～２ダウンになる。
♣ KQ10９５２ S ♣ Ａ７ ♦を２枚取らずに♣を返すと、♣の３巡目にダミ－から♦６を捨てられて（Ｌｏｓｅｒ on loser） ２メイクされる。

♠ AKQ８ Ｄｅｆｅｎｓｅ Ｅでのカードの読みが大切。
♥ A８２
♦ Q10８
♣ J８４

Ｎｏ．８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♦にＥは１４ｈｃｐのバランスハンドであるので直接３ＮＴのレスポンス Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ ９８５４３ 1♦ も考えられるが、取敢えず１♥のレスポンスが普通。これに対するＷの 1♦
♥ Q10９８７ P　　 1♥　　 P　　2♣ リビッドは２♣ｏｒ３♣が考えられるが２♣が普通。Ｅが２♣をパスするようなら P　　 1♥　　 P　　2♣
♦ ４ P　　 3NT　 ｅｎｄ　　 ゲ－ムの見込みがない。このハンドの場合１♣でＯＰして、リビッドで２♦の P　　 3♦　　 P　　4NT
♣ ９３ リバ－スビッドをすることも考えられる（♦より♣が長いことを示すが・・・）。 P　　 5♠　　 P　　6♦

♠ A ♠ Q７６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの２♣リビッドにはＥは３ＮＴをビッドする。これをＷがパスすればそのまま ｅｎｄ
♥ ６３ N ♥ AK４２ 1♦ 決まるが、♦♣５-５のアンバランスなハンドなので、４♣をビッドすればＥは４♦
♦ AJ８６３ W X E ♦ KQ10 P　　 1♥　　 P　　2♣ をビッドする。Ｗは５♦か６♦のスラムを狙うビッドをすることになる。
♣ AQJ８７ S ♣ 10５２ P　　3NT　　P　　4♣ ３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ： ♠Ｊ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♠Ａで勝つ。♠１♦５♥２♣1勝てば３メイクは固い。♣Ｋの

♠ KJ10２ P　　 4♦　　 P　　4NT フィネスをして不成功の場合、Ｎから♠を攻撃されるとダウンの危険性があるので避けるとすれば、
♥ J５ P　　 5♠　 　P　　6♦ ♦５個勝ち♥ＡＫを勝って♣１０を出しフィネスをしないのが安全プレ－。
♦ ９７５２ ｅｎｄ 一方、ＯＬが♠以外の時は♣Ｋのフィネスを試す余裕があるので７メイクになる。
♣ K６４ ６♦/Ｗ　　ＯＬ：　♥８　　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♥Ａで勝ち、♦を４巡集め、♥Ｋでダミ－に渡り、♣１０を

引いて♣Ｋのフィネスをするプレ－で７メイクになる。同様に、６♣/Ｗも７メイクは固い。
Ｍｉｎｏｒのスラムビッドは難しく、実戦では６♦/６♣をビッドしたのは約１/３、残りの大半は３ＮＴであった。５♦は少数

Ｎｏ．９
♠ ７４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１ＮＴのＯＰに対して、Ｓは何をビッドするか？　① ４♠が悪くても２ダウン Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ ８６３ P　　1NT　 2♠　　4♦ しかしないと予想されるので、 直ぐ４♠をビッド（左下）するか、 ② ２♠を P　　 1♣　　Ｘ　　1♥
♦ ７５ P　　4♥　　4♠　　　P ビッド（♠とドチラかのＭｉｎｏｒ　５－５以上を示すＨａｍｉｌｔｏｎ　ＯＣ）するかで P　　 1NT　3♠　　P
♣ Q10９６４２ P　　Ｘ　　ｅｎｄ ある。①②選択の良し悪しは特になく、状況でも変わる。①の選択多い？ P　　ｅｎｄ　（4♠）

♠ 10３ ♠ A９６  （P） ２♠のＯＣに対しては、Ｗはパスせずに４♦（Ｔｅｘａｓ ｔｒａｓｆｅｒ）をビッドして
♥ QJ10９４２ N ♥ AK５ (1NT：15-17ｈｃｐ） Ｅに４♥をビッドさせる可能性が高い。Ｓは４♥に対するＤｅｆｅｎｓｅ力は少ない
♦ J10９ W ─ E ♦ ８６３ のでサクリファイス的に４♠をビッドする。これにはＥでダブルが掛かる可能性が高い（左上）。
♣ KJ S ♣ A８７５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 一方、Ｅが１♣でＯＰした場合は、Ｓはダブルを掛けＥの１ＮＴリビッド後、Ｓは３♠（４♠）をビッドする（右）。

♠ KQJ８５２ P　　1NT　 4♠　　P ４♠/Ｓ　ＯＬ： ♥Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥の２巡目をハンドでラフし、♠が３-２、♦３-３の分れであれば４メイク
♥ ７ P　　　Ｘ　　ｅｎｄ 可能としてプレ-を進める。このハンドは幸運にも思惑通りのカードブレ-クで４メイクする。
♦ AKQ４２ なお、４♥/Ｅは♦３個♠１個のル-ザ-があり１ダウン。
♣ ３
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Ｎｏ．10 ＥのハンドでＯＰするかパスするかであるが、Ｍａｊｏｒ５-４の１１ｈｃｐでリビッドに困らないので、１♥で
♠ K10 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＯＰするのが一般的。Ｗは♥絵札入りの３枚と１７ｈｃｐのハンドなので、スラムの可能性を意識しながら
♥ ７４ 　1♥　　 P　　2♦ ビッドする必要がある。取敢えず２♦でレスポンスし、Ｅのリビッドを待つ。Ｅのリビッドが予想外にも３♦
♦ 10５ P　　3♦　　 P　　3♥ であるので、３♥（２/１システムではパスされない！）をビッドして♥３枚以上を示す。２/１システムで
♣ AJ10７６４２ P　　4♥　　 P　 ｅｎｄ 無いスタンダ-ドの場合は、ＷはＦｏｒｃｉｎｇのため３♠（最初にビッドしていないので４枚は無い）をビッド

♠ AQ４ ♠ J９７３ して、Ｅの４♦に４♥をビッドすることになる。或いは♣に不安を抱えながらもスラムトライするかである。
♥ K10５ N ♥ AQ９６２ ６♥/Ｅ　　ＯＬ： ♠２　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えると♥５♦５♠２個勝てれば６メイクする。そこでＯＬはダミ-の♠Ａ
♦ AQ８７３ W ┼ E ♦ KJ６２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ で勝ち（♠２が万一シングルトンの場合に備えて、♠Ｋのフィネスはしない）、♥を集めてから♠Ｋに負け
♣ Q５ S ♣ ― 　1♥　　 P　　2♦ れば６メイクになる。

♠ ８６５２ P　　3♦　　 P　　3♥ ６♦/Ｗ　ＯＬ： ♣Ａ　　ＯＬはダミ-でラフ。♦Ｋ♦６と出し、ハンドの♦Ａに入る（若し、♦３-１の分れなら、
♥ J８３ P　　4♣　　 P　　4NT ハンドから♣Ｑを出してダミ-の♦Ｊでラフした後、♠Ａでハンドに戻り最後の♦を集めてから♠Ｋに負ける
♦ ９４ P　　5♣　　 P　　6♥ ことに備えるため）。
♣ K９８３ ｅｎｄ ３３テーブルのペア－戦でのコントラクトは　６♥/Ｅ　１１Ｔ：　６♦/Ｗ　４Ｔ；　５♥/Ｅ　５Ｔ；

４♥/Ｅ　１０Ｔ；　５♦/Ｗ　２Ｔ　であり、スラムビッドが易しいハンドではない。

Ｎｏ．11
♠ Q４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＷはＮｏ．１０と同様に１１ｈｃｐのＭａｊｏｒ５－４で１♠でＯＰし、Ｎが２♦のＯＣをする、しないに拘わらず
♥ A４ 　P　　 1♠ Ｅは２♥をビッドする。Ｎの２♦ＯＣには♥が４枚の場合は、ネガティブダブルであるが、５枚なので２♥
♦ KJ８６４ 2♦　 2♥　　 P　 　3♥ をビッドすべきである。尚、Ｗが最初パスした時は、Ｎの１♦にＥが１♥のＯＣを掛けることになる。これ
♣ J５３２ P　　 4♥　　ｅｎｄ に対するＷのビッドは２♦のＣｕｅ-ｂｉｄと３♥のジャンレイズが考えられるが、ドチラにするかはペア－に

♠ AJ６５２ ♠ ９７ より異なる。♥のサポ－トが３枚か４枚かで区別しているペア－もある。
♥ KJ10７ N ♥ Q９８５３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４♥/Ｅ　　ＯＬ： ♦９（♦５）→♦７→♦Ｋ→♦Ａ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えてル－ザ－を♥Ａ♣Ａ♠１個に収めれば
♦ ７ W X E ♦ AQ10２ 　P　　  P ４メイク可能。但し、♥が３－１の分れに備えて♦を２回ダミ－でラフする必要があるので、第２トリック
♣ Q８４ S ♣ K７ 1♦　 1♥　　 P　　3♥ ではハンドから♦２を出し、ダミ－の♥Ｋでラフする。次いで♥７を引いてハンドの♥８を出す。これが勝て

♠ K10８３ P　　4♥(P)　ｅｎｄ れば、♦１０を出してダミ－の♥１０でラフ。次いで♥Ｊを出して♥Ａを追い出せば４メイクは固い。
♥ ６２ 　（2♦ このハンドは♥が２－２の分れなので♦をラフする前に♥を集めても４メイクするが、良いプレ－では
♦ ９５３ P　　 2♥　　 P　　3♥ 無い。　　ＯＬ： ♠３→♠５→♠Ｑ→♠７　　Ｎからのリタ－ンとしては♣２　この後♥を集め♦Ｋのフィネス
♣ A10９６ P　 4♥(P)  ｅｎｄ） を行えば４メイクする。♦ＫのフィネスをしないでＷで♦を３回ラフするプレ－も考えられるが、Ｅへの

安全なエントリ－が問題で、Ｄｅｆｅｎｓｅ側から♥を逆狩りされる危険がある。

Ｎｏ．12
♠ ９３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１♠に対するＥのレスポンスは、スタンダ－ドでは２ＮＴである（左上）が、 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ ９６４ 1♠ 最近はこの２ＮＴを異なる意味のＣｏｎｖｅｎｔｉｏｎとして（Ｊａｃｏｂｙ２ＮＴ：♠４枚 1♠
♦ Q８７３ P　　2NT　 P　　3NT と１６ｈｃｐ以上のハンドを示す）使用しているペア－が多い。その時は P　　1NT　　P　　2♦
♣ Ｊ８４ ｅｎｄ Ｅのレスボスは２♦ｏｒ１ＮＴ（Ｆｏｒｃｉｎｇ）で、リビッドで２ＮＴをビッドする。 P　　2NT　　P　　3NT

♠ AQJ８４ ♠ ６５ ｅｎｄ
♥ ８５２ N ♥ KJ７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ＮＴ/Ｅ　ＯＬ： ♥３　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♥Ｊで勝つ。♥３が４ｔｈ-ｂｅｓｔと （１NT：Ｆｏｒｃｉｎｇ）
♦ AK４ W │ E ♦ J10９２ 1♠ すると♥は４－３の分れと推定される。♠Ｋのフィネスをして成功しなくても
♣ 10５ S ♣ AK３２ P　　2♦　 　P   　2♠ ♠で４個勝てれば３メイクすると考えてプレ－する。♠の分れが悪く、♠で２－３個しか勝てない時は

♠ K10７ P　 2NT　　P　　3NT　 ♦Ｑのフィネスに賭けることになる。このハンドは♠Ｋのフィネスが成功して♠で５個勝てるので４メイク
♥ AQ10３ する。
♦ ６５ ＯＬ： ♣６　　ＯＬはハンドの♣Ａで勝つ（エントリ－関係で）。♠を出してダミ－から♠Ｑを出すと勝てる（Ｎは♠Ｋをダックしている
♣ Q９７６ 可能性もある）が、完全には３メイクは見えない。♦Ａ♦Ｋを勝ち、♦を引いて♦Ｑに負けるのも１つの方策。♦Ｑで勝ったＮが♣を出し

くればハンドの♣Ａで勝ち、♦Ｊを勝ってから♠６を出して、再度♠Ｋのフィネスをする。これが成功して♠Ａを勝つと、♠が３－３の分れ
で残りの♠が勝てるので４メイクになる。　ＯＬが♣６の時はプレ－の方針によってはダウンの可能性も出てくる。
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Ｎｏ．13
♠ A10５３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの２♥レイズにはＳは３♥にレイズする。これに対して、Ｎでパスするか４♥にレイズするかは微妙な
♥ K10９４ 1♣　　P　　1♥　 　P 判断になる。
♦ A 2♥　　P　　3♥　 　P
♣ J７６４ 4♥   ｅｎｄ ４♥/Ｓ　　ＯＬ： ♠Ｋ　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠のＯＬはダックし、♠が続けられると勝ち、♥Ｋ♥Ａを勝って、♦Ａで

♠ KQ８７ ♠ ６２ 　（ P ） ダミ－に入り、♣４を引くと、このハンドではＥは♣Ａを出す。Ｅから♣が出されるとハンドでラフ、♦Ｑを
♥ ７６３ N ♥ J６ 出して♦Ｋのラフイングフィネスを試みる。これが成功するので４メイクは固い。、
♦ K９６５ W ┼ E ♦ 10７２ ＯＬ：　♦５　ダミ－の♦Ａで勝った後のプレ－方針が難しい。♥以外で勝てるのは♦２個と♠１～２個のみなので４メイクには♥で
♣ K３ S ♣ AQ10９８５ ６～７個勝つ必要があり、♦と♣の注意深いクロスラフが必要となる。第２トリックでは♣４を引き、Ｅは♣Ａを勝って、クロスラフ

♠ J９４ 防止のため♥６を出してくる。ダミ－の♥１０で勝ち♣を引いてハンドの♥５でラフ。♦Ｑを出してラフィングフィネスを試み、Ｗから
♥ AQ５２ ♦Ｋが出ればダミ－の♥４でラフし、♣を引いて♥Ｑでラフ、♠Ｊを出してＥからの♠Ｑにはダミ－の♠Ａで勝ち、♣を出してハンドの
♦ QJ８４３ ♥Ａでラフする。次に♠９を出して♠Ｋに負ければ４メイクするが途中で、間違うと１ダウンになる可能性が高い。
♣ ２ 或るペア-戦で１９テ-ブルで４♥/Ｓがプレ-され、４メイク　９Ｔ；　１Ｄ　６Ｔ；　２Ｄ　４Ｔ　であった。

なお、全てのテ-ブルで４♥がプレ-されたのでなく、１/３近くのテーブルでは２-３♥のコントラクトであった。

Ｎｏ．14
♠ A６４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ビッドはＥの１♥から左の様な進行で、４♥/Ｅに決まるのが普通。
♥ Q８６５３ 　1♥　　 P　　2♦ ４♥/Ｅ　　ＯＬ： ♦５　　Ｄｅｃｌａｒｅｒがダミ－から♦Ａを出すと、Ｎが♥３でラフし、♣３をリタ－ンしてくる。
♦ ― P　　2♥　　 P　　3♥ ダミ－へのエントリ－がないので、単純にはダミ－の♦を生かせないので、Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドから
♣ ７６５３２ P　　4♥　　ｅｎｄ ♣８を出し、Ｓに勝たせる。　Ｓが♦を出せばダミ－が被せ、ＮでラフしてＤｅｃｌａｒｅｒがオ－バ－ラフする。

♠ Q９ ♠ K10８３  次に♣Ａを勝ち、♣を出してダミ－でラフ。ダミ－から♦Ｋを出しＮがラフすればＤｅｃｌａｒｅｒのハンドで
♥ J10４ N ♥ AK９７２ オ－バ－ラフし、ラフしなければ♠を捨てる。ハンドから♠を出す場合は♠３でダミ－から♠９出して♠Ｊのフィネスをする。これが
♦ AKQ10 W Ｘ E ♦ ７ ♠Ｊに負ければね４メイクは無理だが、Ｎから♠Ａが出る場合は４メイク可能。♠Ｑでダミ－に入り♦Ｑを引くプレ－で４メイクになる

 ９４ S ♣ A10８ （ルーザ－♦ラフ、♠Ａ、♣Ｋのみ）。
♣ J４ ♠ J７５２ 実際のゲ－ムでは約１/３が４メイクで、２/３が１～２ダウンであった。最初♦をラフしたＮが♥を逆狩りすれば４メイクは出来ない

♥ ― かも知れない。このハンドはダブルダミ－でも一見メイク出来ないと見えるハンドであるが、実際のゲームのプレ－でメイク
♦ J８６５３２ 出来れば喜びこの上なし。
♣ KQ９

Ｎｏ．15
♠ AK８７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの１♠レスポンスにＥで２♣のＯＣが掛かるが、４♥/Ｓに到達するのが普通。
♥ ７６２  1♥　　 P Ｅ-ＷはＮｏｎ‐Ｖｕｌとはいえ５♣のサクリファイスには無理がある。
♦ ７５４ 1♠　 2♣　　2♦　　 P ４♥/Ｓ　　ＯＬ： ♣Ｑ→♣Ｋ→♣Ａ→♣９　　ＤｅｃｌａｒｅｒはＥからの♣リターンをハンドでラフする。
♣ K６３ 2♥　　P　　3♥　　　P Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えて、このあと、♥Ａと♦Ｋに負けるだけで済めば４メイク可能としてプレ－する。

♠ Q10６４ ♠ J９５ 4♥　　ｅｎｄ 次は、♥Ｋで♥Ａを追い出す。♥Ａで勝ったＥは再度♣１０を出してくるのでＤｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフし、
♥ ９８３ N ♥ A４ 残りの♥２枚になる。♥Ｑを勝ってから♠２を出してダミ－の♠Ａに入り、♦４を引いてハンドから♦Ｑを出す。
♦ K９３ W │ E ♦ ８６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ これがＷの♦Ｋに負けた時、Ｗに♣が残っていないので、何を出して来ても勝ち、♥を集めてから残りの
♣ Q７５ S ♣ AJ10９４３  1♥　　 P ♦と♠Ｋを勝てば４メイクになる（♥がＤｅｆｅｎｓｅＷと同じ枚数になっているので苦しいプレ-）。

♠ ３２ 1♠　 2♣　　2♦　　3♣ しかし、Ｅが最初の♦の時に♦Ｋを出さずにダックした時はどうなるか？　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♦ＫはＥにあると
♥ KQJ10５ 3♥　　P　　4♥　　ｅｎｄ 考えて、♠Ｋでダミ－に渡り、♦を出して再度♦Ｋのフィネスをするが、この時Ｗが♦Ｋで勝って、♠Ｑを
♦ AQJ10２ 出すとＤｅｃｌａｒｅｒはメイクの方策はなく、２ダウンになる。Ｗの♦Ｋのダックが効果を発揮
♣ ８ Ｄｅｆｅｎｓｅでのカードブレ－クの読みが大切。
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Ｎｏ．16
♠ ８７６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♣に対してＷで１♠のＯＣをするのは少数派 （Ａがなく、♥Ｋの
♥ ８７３２  P  P シングルトンがマイナス要因）？
♦ AQJ10８ P　　　P　　1♣　　1♠ P　　　P　　1♣　   P ＷがＯＣしない時は、Ｎの１♦レスポンスにＥでテイクアウト・ダブル（Ｅは
♣ ４ P　　2♠　　3♣　　　P 1♦　　Ｘ　　3♣　　3♠ 最初パスしているので～１２Ｈｃｐ位でＭａｊｏｒあり）が掛かりそうである。

♠ KJ５４２ ♠ A10９３ P　　3♠　　ｅｎｄ ｅｎｄ （2♣　 2♠） 結果♣と♠の争いになる。　Ｗがパスすると３♣で決まる。
♥ K N ♥ QJ６５４ Ｅ-Ｗで♠の９枚フィットを信じて３♠まで争うのが普通か？
♦ K６４３ W ─ E ♦ ７２ ３♠/Ｗ　　ＯＬ： ♣４　　Ｓは♣Ｋ、♣Ａを取ると、Ｎは♦１０をディスカ－ドするので、♦９をリタ－ンする。Ｎは♦Ｊでオーバ－ティクし、
♣ 10７２ S ♣ Q８ ♦Ａを取り♦を出すとＳがラフする。この後♥Ａに負けるので２ダウンになる。

♠ Q ３♣/Ｓ　　　ＯＬ： ♠４　　♠Ａで勝ったＥは何をリタ－ンするか？　Ｗに♥ＡＸ（♥ＫＸ）を期待して♥Ｑを返すか、Ｓから♠Ｑが出たのに
♥ A10９ 構わず、♠１０を返すか？♠４が４th-bestとするとＳの♠は１枚か２枚、　♥Ｑを返すがオーソドツクスと思います。何れでもこの
♦ ９５ ハンドはＤｅｃｌａｒｅｒが勝ち、♣を集め、♦９を出しフィネスして来るので、５メイクになる。　ＮｏｎＶｕｌとは云えＳは１人では４の代
♣ AKJ９６５３ までは争えない。

Ｎｏ．17
♠ AJ２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓは強いハンドであるが２♦のジャンプレスポンスも考えるが、１♥でのレスポンスが普通。
♥ Q８ 1♣　　P　　1♥　　 P Ｓの１♥に対して、Ｎが１ＮＴでなく２♣をビッドするのは普通♣は６枚以上、また、Ｓの３♦のジャンプ
♦ J２ 2♣　　P　　3♦　　 P シフトにＮは３ＮＴをビッド。これをパスするかスラムを狙うかは微妙な判断。
♣ AK８６５４ 3NT　P　　P　　ｅｎｄ Ｎが３ＮＴをビッドしたので♠に何がしかの絵札（ＱＸＸ以上）を持っていると考えられる。、

♠ Q10９５４ ♠ ８７６ ｏｒ　　 4NT　　P そこで、Ｓは４ＮＴでスラムトライをするのが面白い （最悪の時は５♠をビッドし５ＮＴで止まる予定）。
♥ ９７５３２ N ♥ KJ 5♦　　P　　6NT　ｅｎｄ Ｎのレスポンスは５♦（Ｋｅｙ-Ｃａｒｄ ３枚：Ａ２枚と♣Ｋあり）であったので６ＮＴをビッドする。
♦ ８４ W Ｘ E ♦ Q６５３
♣ ３ S ♣ 10９７２ ６ＮＴ/Ｎ   　ＯＬ：♠８　　　ウイナ-は♣６♦２♥１♠２の１１個しか無く、あと１個何で勝つか？

♠ K３ また、Ｄｅｃｌａｒｅｒへのエントリ-は♣以外には♠Ａのみであるので注意が必要。♦Ｑに負けて♦で１２個目のウイナ-とする計画で、
♥ A10６４ ＯＬはダミ－の♠Ｋで取り（Ｎで勝つと♣を取るエントリ－がなくなる）、♣Ｑ♣Ｊを勝ってから、♦Ａ♦Ｋを取って♦１０を出して♦Ｑに
♦ AK10９７ 負けると、確実に６メイクになる。　
♣ QJ

Ｎｏ．１８
♠ ７３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 左上の１ＮＴ→２ＮＴ→３ＮＴのビッドはスタンダ-ドでは典型的なビッドである。　最近は１ＮＴに対する
♥ AK10９５ 　　P　　P　　1NT ２ＮＴレスポンスを３♣へのＴｒａｎｓｆｅｒに使用しているペア－が多い（Ｍａｊｏｒ ４枚を保証しないＳｔａｙｍａｎ
♦ KJ３ P　　2ＮＴ　P　　3NT ２♣を併用）。その場合は左下のビッドシ－ケンスになる。
♣ ８７５ ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：♥Ｋ　→♥３→♥７→♥４　（♥１０のＯＬも考えられるが・・）、次に♥Ａ♥１０。Ｄｅｃｌａｒｅｒ

♠ AQ10６ ♠ J９２ から確実なウイナ－を数えると、♠１♥１♦１♣３の計６個しか無く、メイクにはあと３個必要である。♥の
♥ Ｊ４ N ♥ Q６３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ストッパ－がない状態では厳しい状況である。しかも、８枚ある♦でもＫＪが抜けているので、４枚とも
♦ A10９８ W │ E ♦ Q５４２  　P　　  P　　1NT 取れることはなく、相手の♥が４－４の分かれとしても、メイクには♠Ｋのフィネスが効くことが必須
♣ AQ10 S ♣ K９４ P　   2♣　　P　　　2♠ 条件である。それなら仮に♠ＫがＳにあるとすれば４個取れる可能性がありそうである。

♠ K８５４ P　　2NT　　P　　3NT 但し、Ｅへのエントリ－が♣Ｋしか無いので、注意が必要である。即ち、♣Ｋでダミ－に入り、♠９を引
♥ ８７２ ｅｎｄ いてハンドから♠６を出し、次に♠Ｊを引いてハンドから♠10を出すようにして、ハンドでブロックしない
♦ ７６ ようにしなければならない（Ｓが♠ＫＸＸＸの４枚に備えてフィネス３回可能にするため）。
♣ Ｊ６３２ このハンドでは♠Ｋのフィネスが成功するので、目出度く３メイクする。

なお、♠のフィネスの際に最初に♠Ｊを出すプレ－は、２巡目の♠９に♠Ｋを被せられた時に♠の４枚目が勝てなくなるので、
フィネスにも細心の注意が必要である。
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Ｎｏ．1９
♠ 10６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ １ＮＴの後、ＪａｃｏｂｙＴｒ．経由の２♠の後での、Ｅの３♣は♠６枚を示し、 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ QJ８６３ 　P　　1NT ♣がセカンドス-ツかストッパ-（２ｎｄまで）ありを示す、スラムＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ。 　P　　1NT
♦ ７４３２ P　　2♥　　P　　　2♠ この後の３♦、３♥はＡを示し、３♠は♠３枚を示す。♠２枚なら３ＮＴをビッド P　　2♥　　P　　　2♠
♣ A８ P　　3♣　　P　　　3♦ する。４ＮＴはＲＫＣＢで５♥はキ-カ-ド２枚（♠で数えて）を示す。 P　　3♥　　P　　　3♠

♠ K５２ ♠ AQJ９７３ P　　3♥　　P　　　3♠ また、右のようにＥがリビッドで３♥をビッドした場合もＷで３♠をビッドし、 P　　4NT　P　　　5♥
♥ K９７ N ♥ A10２ P　　4NT　P　　　5♥ Ｅから考えてＷはマイナ－に少なくとも７ｈｃｐ以上持っているはずなの P　　6♠　　ｅｎｄ
♦ AK W ─ E ♦ Q10５ P　　6♠　　ｅｎｄ でＥから４ＮＴをビッドしてスラムトライする。
♣ QJ10９４ S ♣ ５ 何れでもスラムに行くか、行かないかの主導権はレスポンダ－（Ｅ）にある。

♠ ８４ ６♠/Ｗ　　ＯＬ：♣Ａ　ｏｒ　♥６　（いずれもそのス-ツにＫを期待してリードする）。Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠を集めた後、ハンドの♥の
♥ ５４ ルーザ－が捨てられるので、６メイクは固い。
♦ J９８６
♣ K７６３２

Ｎｏ．20 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅは２１ｈｃｐあるが♦が弱く、２ＮＴでオープンが出来ないので、１♣でオープンし、Ｗの１♦レスポンスに
♠ ９７４ P　　1♣　　 P　　　1♦ ３ＮＴをビッドする。
♥ ９５２ P　　3NT　　　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｅ　　　ＯＬ： ♥Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥Ａで勝ち、確実なウイナ－を数えると、♣３♦１♥２♠１の７個で
♦ Q８２ メイクには♦で２個増やす（♦が３－３の分かれで、ＫＱがＮＳに分かれている時）しか方法が無い（♣の
♣ Ｊ10８５ ４枚目が勝てるかも知れないが・・・）と考えて、第２トリックでダミ－に向けて♦５を出す。　この時、Ｓは２ｎｄ Ｌｏｗの原則に

♠ ８５２ ♠ AJ10 従った♦３ではなく、Ｎの♦がＱＸＸの３枚であることを期待して♦Ｋを出すのがまぎれが無い。
♥ ４３ N ♥ AK８６ Ｄｅｃｌａｒｅｒの♦が２枚の時はエスタブリッシュした♦を取るエントリ－がなくなる（Ｄｅｃｌａｒｅｒの♦が３枚なら防ぐ手段ない）。
♦ AJ10９６ W ┼ E ♦ ７５ 若し、♦３を出すとダミ－から♦Ｊを出しこれをＮが♦Ｑで取れば、Ｄｅｃｌａｒｅｒは次の機会にハンドから♦７を出し、♦Ｋの
♣ ９４２ S ♣ AKQ６ フィネスを狙って来るので、♦で４個勝たれて、容易にメイクされてしまう。

♠ KQ６３ なお、若しＳが♦３を出してダミ－から♦Ｊを引かれた場合にＮは♦Ｑをダックすることが必要になる。
♥ QJ10７ Ｅの♦がＫＸの２枚の時にはＥの狙いは♦Ｑを追い出し、次にハンドから♦Ｋを出してダミ-の♦Ａでオーパ-テイクして、残りの♦を勝
♦ K４３ つことを狙う。或いはこのハンドの様にＳに♦ＫＸＸがあるが、Ｓが♦Ｋを出さなかったことに備えて、Ｎは♦Ｑをダックするのが良い
♣ ７３ プレ-となる。　ダミ－へのエントリ－が限られている場合、Ｄｅｆｅｎｓｅとして考えるべきプレ－である。

Ｎｏ．21
♠ ３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓが１♠でオープンし、Ｗが２♣のＯＣをした後、色々の展開が予想 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ ７４２ P 　　 P　  1♠　　2♣ されるが、♥と♣の争いで３の代で決まりそうである。 P  　　P　　1♠　　2♣
♦ QJ10７６５ P　　  P　　 2♥　　P ただし、Ｅが直ぐ３♣にレイズすると、Ｓが３♥をビッドした時に、Ｎが P　　  3♣　 3♥　　P
♣ A７５ P      3♣    P 　　P ４♥にレイズする可能性高い（ビッドの勢い？）。 4♥　　ｅｎｄ

♠ A７４ ♠ Q９６２ 3♥   　　　ｅｎｄ ３～４♥/Ｓ　　　ＯＬ：　♣Ｋ　　♣Ａで勝ち、♠３を引き、ハンドから♠Ｊを出し、
♥ J10６ N ♥ Q８ Ｗの♠Ａに負ける。Ｗがクロスラフを防止するため♥６を出して来るとハンドの♥Ａで勝ち、
♦ ８３ W │ E ♦ A９４ ♠Ｋを取ってから、♠５を出してダミ－でラフ、♣５を引いてハンドでラフする。♠の４枚目を出すとＷが♥１０でラフして、
♣ KQJ６４ S ♣ 10９８２ 何を出して来てもハンドで勝ち、♥Ｋを勝ってから、♦Ａに負けに行くと４メイクする（♠Ａ♦Ａ♥１０に負けるだけ）。

♠ KJ10８５ 最初から♥を集めに行くプレ－は良くない。荒れたハンドではラフを加味したプレ－が良い。
♥ AK９５３ 最初の♠ＪがＷの♠Ｑに負ける時は、３メイクにとどまる。
♦ K２ ♦Ｋを出して♦をエスタブリッシュする方法は、♦Ａを直ぐ勝たずにダックされるので成功しない（エントリ－が無い）
♣ ３ ３♣/Ｗ　　ＯＬ：　♠３　　　　ベストディフェンス（Nが♣の１ｏｒ２回目で勝ち♥を出した時）では♣Ａ♥ＡＫ♠Ｋ♦Ｋ♠ラフに負ける

ので２ダウンになる。
以上
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